
日
茶

霊

冥

記

穿

考

案

君

｡
成

立

事

情

-

虐
m
尾

泊伐

哉

l

素

招

(
そ

の

H

T
土

日
重
要
牢
記

の
患
者
斎
戒
は

;三

ぼ
功

しち

即
了
か
副
軸
に
開
く
二
と
茎
注

し
~

(
上
巻
亭
｣こ

-+.

頂
き
預
言
ほ
ぐ
無

し
､
口
伝
亨
謬
り
ま

す

､

｢
中
巻
芋
､三

.f
f
､
甲

/＼
所
に
艶

ひ
て
口
伝
香
華

(.i,､

(
下
巻
聖
二

LL
王
｣
し記

し
弓
け
て
お
り
･､
重
安
記
所
収

の
寵
審
言
早
か
＼り
蝿

い

た
藷

と
し
て
席
韓
し
だ
形
膏
と
二

＼
い
ち
が
､
単
願
に
は

､
何
か

竺

口
の
応
巷

か
,り
揺

C
て
･吏
亨
な
し
た
毛

の
C
存
す
K
hJ
二
と
は
頑

葉
で
iS
:.り
､
こ
れ
は
舞

に
恵
草

の
指
満

さ
れ
て

.,,
ち
盛
り
で
あ

否

･
佐
藤
諌

三
民
の
可
鹿

本
日
本
雲
異
能
』

に
ょ
れ
ば
､
中
国

の
在

穀
碇
結
集

で
､
こ
の
蜜
冥
記

野
堰

の
親
富

と
内
容
的
に
封
建

の
砺

ち
モ
の
と
し
て

､
FP
雫
簸
記
』
に
九
請
㍉

『
雀
剛
頂
善
牽
重
野
記

臼

に

一
語

､
句
違

和
雅
称
』

に
≡
藷

が
窄
出
さ
れ
ち
と

U
っ
Q

ま

に
武
田
祐
盲
博
士
の
日
本
右
奥
全
春
本

可
日
本
夢
崇
拝
』

の
晦
零

に
毛
､
わ
が
国
の
先
行
女
献

か
＼り
寮
封
を
増
車
i
J華

子
り
丸
吉
毛

湾
と
し
て
･

｢
本
記

を

撃

ちに
P
,は
く
｣

と

1
,
･
つ
き

言

方

否

上
着

オ
五
藷

､
｢
撃

仙
に
日
は
く
L
と

い
う
女
盲

の
香
石
上
老
身

二
十

石
蕗

､
藤

原
老
臣

軒
雄
頻
を
莞
モ
話

で
看

ろ

下巻
牙

m
話

､

芋､
の
佃

.
聖
徳
太
,
で丁
､

上
巻

才
竺
詰
)
､
狩
の
傭
婆
牽

〔
上
菅

才

〓
十
Jl.詩

∵

行
基

(
中
背

オ
七
話
力

)
_〓
帝
す
声
記
事
な
ど
が

指
癒

さ
れ
て
-/
石

C

こ

の
世

で
､
空

港
諦
由
に
興
味
を
引
{
･

?
聖

CT,

の
は
､
下
着
オ
九
請

?
石
崖
が

塑

鮮

石

弓
咋二
㍍
ピ
P
,I..三

＼
沫

LJ.義

突

三
九
三

月
ま
で
二

て
九
t
I
)
の
蔑
詩
の
丈
章

に
も
短
慮

,u
毛
､
(｢
)

感

の
車
扱
の
誰
箆
と
二
と
LLf,石
崖
空
ut)
ち
療
曹
診
存

す
至

l
と
T
J

裾
覇

と
す

至
力
話
で
あ

る
o
I
)
の
尭
譲
は
か
覆
り
由
奮
乍

巧
孝

し

お

り
､
適

格
青
砥
庵

の
可
能
な
何
は
そ
れ

_rt.
ど
碍
き
れ

て
い
な

い

で
粛

tc
I.つ
飢

･
し
か
し
,
外
け
岩

ま
か
竜

い
以
上
t
T
韓
与
摺
り

tr/
の
Ji･FTh.
尋
轟

け
て
中
く
朴
は
杏

ち
ま

い
C

t
2
〕
そ
の
'jfR
頚
の
オ

一
と
し
て
へ
上
巻
オ

ニ
葛
と
同
オ

三
吉

(

月
下
-
上
cf

上
ち
竜

ビ
と
暗
記
す
ち
)
に
見
ら
れ

ち
泰
男
上

の

特
徴

の
同

一
撞

､
H
,わ
に
そ

の
同

一
の
紫
蘇

の
祖
立
像
と
L
,つ
こ

と
を
指
摘

し
E

い
p

す
な
わ
ち

･
上
cl
吟
書

き
出
し
は

･

書
欽

明
天
皇

畏
磯
城
鳴
音
判
官
債

貯
ま
国
井
南

東
亙
毒
也
御



世

-

･･

で
寄

り
､
同

じ
く
上
子

の
書

き
出
し
1

番

離

宮

烹
宴
居
醤
入

貢
諌
田
宮
官
暫
湾
名
倉
大
王
寮
/JT
挫
御
世

と
怒
っ
て
い
て

､
両
者

は
固
有
名
詞

の
部

分
を
別
に
す
ち
官
け
で

最

憧
孝
空
足

-

官
倉

田
-

L̂E>
担
倒
せ

L
芦

-1
形
式
仕
韓
亨

に
同

l
で
布
石
b
L
か

モ

1
菓

天
童

の
せ

(

･i"
I

L

車
差

す
形
式

と
し

て
､
こ
れ
と
/ittく

一
衷
寸

ち
ょ
う
方
伺

け
外

に
.
t
つ
毛
た

い
｡
し
か
も
n/
れ
が
単
な

る
個
悉

k/
香

い

二
と

T
f_
'
前

渇

望
形
式

に
穀

っ
伊
の
嬉
街
宣
見
出
し
得
石

こ
と
に
よ

っ

て
立

証
さ
れ
7号

ま
オ
ーオ

I
に
凄

璽

追
考
の
席

竺

1/泰

ち
D
手
書

に
お
い
て
は

･

去

HI
の
伺
外
を
隙

い
て

一
転

に
寒

風
藷
胃
は
横
間
し
な

い
♂
草
道

何
で
あ

り
､
寒

嵐
温
宅
の
同

い
Jh
五

て
.い
ち

の
は

上

亭

ユ千
･
-
･
･

改
印

上

-

･
･
･･
･
･
･
･
･

指

指

上
ユ
･･…
三

･

･

敦

咽

土
コ

…

1

-

-
･

象
壷

上
u十
･････
･･
鼠
壷

周
明

-
幸
徳

上
二

年
中

之
以
下
を
教

-
-･壁
武

6
⊥
八
手
垂

の
同
&
･tけ
で
奇

警

7
そ
し
て
J
二

の
聖

ヾ
｢
畢
可
天
皇

｣

の
開
′U
IJt=
丸

て
い
ち
例
言
す

べ
て
諏

べ
て
帝
石
と

､
上
刀
に

責

苦
望
御
寺
嘩

軍
托
真

壁
武
太

上
美
里

と
番

っ
て
I
I
子

E:;]辛
､刀
上

rtJ,
ヒ

r
T31武
天
童
｣
が
出

て
/＼
言

の
で

｣の
り
､
ぎ
1に
､
申

I
に

軍
票
棄
却
者
士

八
嶋

固
虜
堂
稚
直

聖
武
忘
上
宇
宴

と
肴

二
J
･
そ

ろ
謀

の

っ
l
L<
下

,
中
巻

に
は

｢
聖
武
天
皇
｣

が
頻

出

才
子

雲

蒜

否

3
T
撃
甫
太

上
天
皇

｣
と

い
､つ
用
向
毛

二
伺

(

中

ち

･
中
部

〕
寿
す

る
O
従

っ
て

､
こ
れ
は
名
蕃

tJJJ
と
に
由

出

の

寵

分

に
党
名
を
出

し
た

上

で
､
そ

の
次
か
ら
名
商
鞄
彦
記
載
産
毛

と

っ
E
た
め
と
理
乾
し
て
よ

い
｡

｢
畢
武

天
皇

｣
と
な

ら
ん

i.:･.J
｢

聖
武
夫

上
天
皇

｣
が
出

て
蒙
る
こ
と
も

こ
れ
膏
示
し
て
い
ち
と
莞

1ヽ1.)

て

よ

い
J

と
す
ス
呈

､
｢
馨
武

天
皇

｣
と

い
う
凄
風
詮

葛
停
宵
の
伺

lj
J
･

賓

は
す

べ
て

｢
醸
藍
空

項
警
武
士
(
上
天
皇

｣
と

い
う
寿
詞
に
運
二
屯

で
き
る
竺

JJ
吉
二

J
J
こ
れ
な
ら
ば

J
薄

縁
請

考
と
し
て
て
再
存

･↑
∴

転

宅
雷
神
聖
車
掌
帝

｣

〔
衆

目
李
究
天
平
筆
写

二
車

若
し

･
し
い
う
尊
宅

首
席

軍
し
て

い
吉
と
望

＼
善
幸
を
在

い
か
､明

)
,

?冒

(
亮

｢
畢
武
天
声

｣
の
何

は
副
懐
す

ヾ
き
こ
と
に
左

石
･'

:讐

ノ
て

濠

風
志
考

の
固

い
､り
･
g
てい
ち
の
口
上
亭
Jy
･
-

･
C1
,
て
･.I
r､J

の
務
で
-
天
童

で
盲
主

任
雄
略

-
飲
明

､
敏
彦

､
周
明

-
孝
庵

の

富
ま
宴

と
意
否
｡

∩′
ま
リ
.蛮
単
記

に
印
し
て
言
え
は

､
上
巻

S
庄

じ

弟
刀
七
長

平
り

九
･
天
皇

の
年
代
で
言
え
甘
ま

い
藤
代
に
甲

り

iSt
て
い
,ち

(,l:
r/il直
っ
て
J

例
外
空

耳
寒
風
轟
考

の
蔵
相
に
は
単
行
｢

有

価
東

と
は
寄
り
と
れ
巧

い

〓

ノ
竺
研

㌻
甲
一環
肯
寮

の
存
す
一三

)

と
郎
和
ら
.FiJ苦
言
t

.'J
善

言
rJ
L
汗
主
〕
J
〓
(T,
中

で
上
5

L
)
つ
い
て

は
J
轟
き

-
甜
硝

J
蕃
痛

の
複

号
は

い
す
九
毛
木
託
茸

ち
宅
の
If:I

･h
ノ
引
用
女

へS
車

に
あ

り

､
奉
読

で
巧
将
司
謹
言
凄
戒

が
そ
の
吾
妻



雲

甲

L
ul
と
宅

,r(
I(
≡
可
葦
催

机.
強
い
｡
二
九
は
皇
軍

の
同
軍
た

石
上
へ-丁
上

て
)
に

つ
い
て
考
え
ス
山
際

に
も

､

一
つ
の′
手

掛

り

を

!l･
了･.
'･
も
､
t./
!･･
∵
､.

次

に
.天
皇

名

に
つ
い
て
細
字

の
謹

言
加

,て
て
い
ち
二
と
モ

､
上

n=
屈.A油

滴

申
鷲
宮

廿

二
毒

竜
天

下碓
轄

天
皇

詣

大

泊

頼

経

聖

<
隻

と
/_.･1ノ約
を
除

け
ば
,
外

に
は
見
ら
れ
ぬ
と

こ
ろ
で
あ

否
っ

つ
ま

り

､
上

1
-
2

:
r)
に
共
通
毎
婚
敏
で
布
石
｡

ま
た
そ

?
碍
藷

の

中
で
､

｢
-

命
｣

と

U
フ
表
現
書
渇

い
て

い
ち
の
は
､
こ
の
上

2
､
上

3
の
〒
ァ
処
だ
け

で
あ

ご

J
r
こ
の
点

目
は
莞
童

に
経
に

類
何
が
を

日
｡

身

l二
に
､

｢
愛
国
｣

と

い
ろ
開
恵

与
外

ヒ
革
ま
り
句
か
LLf
V

J

中

野
と
下
記
に
名
JU

一
っ
ず

つ
あ

る
だ
け
で
市
石
打
,J
そ
の
中

27

は

二

P
異
等

の
逼
場
護

摩

の
諒
ヒ
あ
た

石
打
女

か
謂
乃
至

不
す
恵

で
奉

っ
て
'
置

場
活
帰
が
雷
神

の
重
力
に
よ

っ
て
出
生
し
た
藷

で

空

へヱ

ち

巧
､
嶺
わ

甘
頚
痛
巧

如
き
モ

の
で
あ

ち
｡
同

l
の
素
月

･f,

岩

出
て

い
Kre
可
韓
健
も
考
を

in
乱
古
く
は
右

目
C
盲

E
/

下弱

_ま
革
帯
の
軍

籍
と

異
な

二

㌧
へ
寛

と
碁
と

加.
凍
わ
れ

ち
と
は

､
n
J

の
前

兆
が
聴
す
布
石

と

い
Jつ
書

き
出
し
ヒ
噛
ま

ワ
･
そ
の
積

に
そ

の
賓
何
せ

司
孝

す
る
と

'.)
､つ
彩
香
と

C
そ

/)
吉

へ
適
伺
は

一
説
舞

tご
と

に
土

人

ハム
は

一
人

で
J
ま
す
子
の
主
人

公
の
紹
介

か
,LT重

言

起

こ

し
て
い
ち
)
..S
t
で
あ

っ
て
､
こ
の
点

で
化
の
親
篭
と
同
司

Li

葡
す

.I(
か
ら
ざ
ち
も
の
を
着

っ
て

い
石
｡
従

っ
て
.
こ

の点
か
ら

モ
上
C-

上

言
に
胃
充
ち

｢
食

国
｣

の
肘
漬

か
寧

官
の
車

ち
毛

の

で
市
子
こ
と

が
肯
け
言
で
あ

77
つ
｡

硬

に
モ
､
つ

-
り

っ
け

狙
え

ち
な
ら

ば
､
上

2
の
末
尾
は

三
野
国
晩
夏

芸

事

熟
む

と

い
-っ
形
T:'J
tXT(,
リ
､
上
了

の
末
宅
遅
く

､
藷

の
車
竃

の
%
･(.:
(J

.≡
部

分

は

r,
(J

蹟
世
人
伝
野

花
輿
寺
昏

濁
清
輝
諸
力
妾
膏
畢

世

と

∵
つ
形
を
と

こ
J
い
ち
っ
二
､つ
い
＼つ
形
式
は
上
-
宿

l).
I.

申
嶺

富
商
名
馬
蘭

岡
語
手
等

也

ど

/l
Jつ
何
首
僚

=､
て
は
外

に
畏
峯
/in
存

い
｡
つ
ま
り
上

1

､
C1
,

ち
に
菓

声
音
索
穀

で
高
一Ch
F'

尻
上
り
よ
う
に
羅

て
禾

一念
と
J
上

皇
と
i･言

の
〓
つ
の
競
転

F･]

女

i
警

｢:
L.
T

｡]
戸
婦

小笠
∑
汁
,th
+‥
′古

.
I

僧
､
そ
の
同

一
の
埼
敏

巧
孜

立

健
と

い
､ウ
ニ
と
は
､
課

し
て
偶
無

の
現
象

で
け
な

<
二

二
り
二

つ
の
説
話
が
向

l
?
先
行
女
敵

か
ら
出
て
い
てJ
こ
と

に
塞

J.tr
v
と

判
断

也
ざ
石
等
得
青
い

｡
そ
し
て
そ

の
点
は
当
惑
内
啓

上
か
､?
古

妻
舟

vu
れ
お
甘
苧

h
妄

/.･巷

で
萄

否
聖

上

っ
l
望

n
野
国
の
〟
聖
圧

に
陶
す

ち
市
名
8
,i,遠

視
語
三

野
,=
l
･
上

て
J

は
世
t二
草

笛

･,･
布
野
寺

の
直
場
滝
岬

の
怪
力
6
起
源
説
藷

で
泰

(二
J
J
と
も
に
確
泉
的
応

報
嘩

t.J
な

い
と
い
Jつ
占
i
t..J
考

連
で
誘

り
､
縫

っ
て
ま

だ
佃
の
帝
毒

し｣
は
蕃

し
く
撃

っ
て
い
ち
｡

以
上

に
よ

っ
て
.

上
C-

上
了
が
同

一
6
先
行
女
献

L
歳

耗
L
t

こ
れ
を

ほ
ぼ
ttJ
E
毒

吉
塚
博

し
た
も
の
で
砺
雪

こ
J
は
甲

り
か
で

あ

う
､つ
｡
膏
戒
白
身
の
仕
事

は
､
上

コ
の
東

宮
に

菖

孟

5
7,

J
,
-..⊥
一九
芸

の
回

の
軍
pJ
吾
等
妄

り



と
ま

･し
た
F
'.け
刀

事
寿

の
t:JJ･
寄

る

｡
P
i
だ
､
守

の
先

行
車
敵

の
或

二
嬉
し:l小

爪
㌧

ノ
か
と

い
＼つ
こ
と
に
符

号
と

､
溝
原
注
考
使

用
と

い(.+
)

∴
ノ
責

か
,り
皐

て
､
天

平
宝
字

音
向
一色
違

TOL
F
〓
｣
は
亮

子

.̂
九
百

日
｡

そ
し
て
そ
れ
ら
諌

日
本
絹
布
在

り
_二
お
け
苛
漂
県
議

考
床

用

の
何

か
-I{IJ見
る
と

∵
生
宥
魂

叛
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萱
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｣
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司
L
7_
帯
iT三
一.,
壷

名

刀
顛
瑠
説

話

で
ち

二
J
'
伺
毅
牢

死
架

葦
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献
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廿
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搾
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｢
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｣
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滞
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∵
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｢
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｣
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湾
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わ
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r･

L

か
モ
上
り
㌻

上

ち
と
東
直

す

ち
鱒
敏
幸
あ

わ
と
希

C
一
二
｣
か
､り

判
軒

し
て
J
上

tr.I
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固
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十

一
画
報
昔
像
を
覚

威
し

て
供
賓

し
た

､
と

い
う

の
で
両
石
p･

こ
の
話

の
舞
台
は
.
帝

ヒ
紹
介

し
た
下
ほ
に
叫

て
未

ち
紀
伸
国

名
善

部
維
正

対
下
方

ー
て
､
賓
戒

の
斉
)出
に
PkJ
い
tJ
で
方

巧.･
そ

し
て
､
こ
の
話

の
軒
に

r.
触
親
｣
耳
目
は
r.
仏
伸
し
と

し
て
竺

一､

蓑

ち
武
厳
封
圭
夢
列
車

鼻
克

ち

毛

の
の
琵
吐

け
､
如
何

に
毛
足
赴

し
幸

い
二

五

jS
婿

刀
･李
名
か
或

い
t!学

か
'
そ
れ
Tlr
詳

ら
か
で

奇

い
が

ー
い
す
れ
l_i
せ

J
武
売

国
に
濠

の
お

ろ
老

D
･
,)m
酵
詑
作

句
名
草

郡
i1
生
活
の
花
牡
を

帯
し
て
い
信
も

の
で
は
青

い
か
ヒ
覆

う

q
も
し
､
f-
の
媛

刺
が
舞

rJ
れ
一つ
な
ら
ば
､
荊
渚

の
武
香

南
多

年

新
吉
雪

ロ
と
寸

ち
二
二
っ
の
親
鳥
は
･
彼

ii
Ji
っ
て
も
た
ら

さ
れ

た

も
の
で
は
Lk
か

っ
た
か

･
と

い
う
裾
項
が
可
程
と
伝

う
け
勿
論

こ
れ
は
あ

く
ま

で
モ
偲
壕

の
世
親
に
と
ど
子
ち
モ
の
で
石
弓
が

'

し
か
し
､

讐

m
_u
増
額
膏

の
高

遠

像

で
方
否
と
｣票

J
､窄

三

成

立
事
膚

〔
ユ

蛮
軍
記

の
空

目一事
膚

ヒ
つ
い
て
は
.
敦
仁
茸
厨

の
蕨
立
と

L
･つ
二
と
ti/
iB
諸
説

一
貫
し
て

い
ち
が
､
こ
れ
は
暴
SJ.'餌
Lb
成
立

5 -



･年
代
で
､
こ
れ
丹
前

に
遠

雷
六
年

の
暦
餅

と

い
･つ
持
博
の
あ

ち
こ

と
を
1%
幼
雷
死

と
認

め
古

い
讃

と
が
村
立

し
て
い
石

二
て
し
て

､

t
!
の
延
屠
大
年
額
併
記

の
拒
柾
は
'
前
田

ヰ
空
費
託

下巻
の
轟

音

に

日
仏
昔
蟹
は
兼

､
道
子
追
啓
｣八女

席

茨
丁
叩

､
而
彦
ヰ
七

看

甘

二
葺

､

土

市
二
J

二
刀
部
分

か
廷
軍
⊥Jt年

の
時
点

で
書

か
れ

た
､り
し

い

女
姉

iに
か
､ht
rlJ奉
る
rJ

と
一
-
ち
か
1
-
の
部

分
宣
言
も

一
七
｣
ハ
字

は

他
力
衣

に
は
青
く
J
前

田
家

事
に
の
み
覚
え

る
と

こ
ろ
で
あ

り

､

ニ/､
オ
u1
約
二
九
石
膏
戒

の
連

伴
と
認
励
石
森

と
時

人
刀
偽
作

と
判

表

す
tP
託
と
貢
生
じ

､
そ

の
相
直

に
徒

二

＼
前

場

の
重
曹
大
草

零

凍

石
読
め
ち
と
能
動
存

い
と

刀
相
置

}と
生

じ
て
い
一C
t
の
で
あ

石

り

徒
'二

′､
､
ま
す

二
の
前
田
家
事
に
の
み
見
え

5

一
七
大
学

が
妻
.作

か
偽

作
か
と

い
･つ
こ
と
か
ら
何
題
と
し
覆

け
九
h
左
ら
雇
い
｡

原

初
_ニ
虜

作
説
を
据
出

さ
れ
た
の
け
武

甲
葡
書
博
士
で

(
P
上

代
国
女
字

の
尿
荘
』

)

'
そ

の
瀬
東
は
瑚

乗

F:;
語

の
中

､
ヱ
J
t
)
に

新
橋

さ
れ
る
日
舞
が
守
当
ら
青

い
と

㍗

っ
点

に
あ

ち

C
そ

の
績

､

t
一
F,
試

モ
妄
席

し
て

一
層
請

く
鳩

作
況
を
主
菜

さ
れ
た

の
は
叔
橋

備
行

民
で

(
句
聖

書

甲

て
学
』

と

の

こ
帝
収

.r
日
本
貢
男
女

の

軽
逆
丘
時

に

つ
い
て
｣

)
､
rL,
の
孝
粟

は
.､
重
要

',
軍

帽
､
蒼
戒

..T
こ
の
よ
う
な
年
女
を
敏
幸

し
待

ち
押
位

ヒ
_ま
声

か

っ
た

こ
と
J

正
覆
車

亡轟

の
年
数
計
宮

に
由

り
が
お

ち
ら

し

い
二
と
､
未
知
と

有
言

十
方

親
告

に
混
同

の
布

石
二
と
J
存

ど

の
韓
点
で
万

石
〝

こ
れ
ら

の
儀
ノ作
説

に
好

し
･
詳
細

に
長
譲

与
寮

由

さ
れ
た
の
は
､

池

田
亀
鈷
博
士

で

(
句
中
苫

田
T
て
号
衷
考

D
甘

言
合

冊
所
収

｢
日

本
密
葬
託

の
遼
女
は
果

し
て
鳴

確
LLF
石
か
｣

)

J
博

士

は
趨

作
鴇

の
裾
轍
は

い
す

九
モ
左

右
薄

霧
で
奉
り

､
キ

メ
寺
と
看

ろ
モ

の
は

膿

表
さ
れ
て
い
存

い
と
さ

れ

る
')

要
す
ち
に
､
こ
の
同
乗

は
ま
iil
十
分
に
津
着

を
み
た
喪

で
存
く
､

例
え

は
武

田
歯
音
博
士
は
そ

の
律
偽

作
説

を
邪
け
て
帯
摩
毛
塚
苗

さ

れ
た
､b
L
い
裸
子
で
誘

リ
｢
日
蕃
古
典
全
書

宮
司
麿

)
､
r(
ホ

棄

民
は
津
田
喬

に
if,
っ
て
痛

任
栄
は
す
っ
か
り
片

で
い
て
了

っ
た

よ
､つ
∈

占
わ
れ
一七
が

rL
ロ｡
語

女

ら

二
五
両
強

1
日
番

頭
寵
愛
貴
女

と
雫
寮
記

し
)
､
し
か
し

二
月
､
箱
積
痛
一打
官
は
唐

窯

と
し
て
適

作
説

を
泉

田
し
青

い
ま

ま
に

(
南

山
iy
,厚
本

日
車
重
異
東

野
詰
)

他
界
yJ
れ
モ
｡

従

っ
て
､
二
の
何
題

Tfl
忘
も

容

易

に
軍
潔

し
盤

い
が

､
し
か
し

.お
は

こ
tT･･印
甲
家
事
下
草

(Jy
m
立

刀
句

題
三
は
市
丸

て
七

､
現
存

の
霊
安
記

が
有
球
と
.連
綿

と

い
､つ
二
段
階

の
作
蛍
石
等

て
廃
立

し

た

も
の
と
考
え

て
い
ち
(.Q
そ
う
考
え
る
理
由
の

一
端

仔
､
軒

連

の

秦

封

Li
喝
す

Ln
.私
見

オ
車

か
,り
モ

J
或

ち
程
喪

読

み
叡

っ
て
頂
け

つっ
と
甲

つ
が
､･
膏
に

t
,
二
の
点

者
掃

け
て
弟

子
つ
b

(
8

〕
ま

す
才

一
に
画
題

と
し
巨

い
F岩

､
下
剤
に

長

岡
葛
飾
守
夫

八
島

国
山
部

考
宴
据
吐
菅

元
年

脊

索

春

二
弓

十

l
日

と

い
-フ
表

視
の
考
え

ち

こ
と

で
砺

ち
二
1
の
下
TQo
と

い
う
刀
1i.
､

紀
仲
田
皇

学
部
LTT.壷

を

甘
そ
常
会
と
す

p-('藷

で
､
お

手

r
,く
晋
或

7



白
身

の
側
角

し
た
話

t
,
萄

う
う
と
担
わ
れ

る
り
喋
っ

て
'
尭

裾
⊥く

融

に
J
否
記
し
准

そ
ば
古

く
､
穿

補
色

舞

の
表

甥
で
青

石
と
果

て

上

目
と
撃

つ
､‥

と

こ
ろ
が

二

三

に

｢
葛

岡
官
｣

と
方

至

一
と
か

･H
置
さ
れ
ち

｡

す
な

わ
ち

t
荏
武

芋
蔓
が

長
岡
官

を
皇
居

と
し
た

A-,
は

J
吏

啓

三
耳

か
ら
同
十

三
茸
ま

で
の
十
年
間

で
あ

っ
て
､
前

塙

の
ノ
よ
-つ
な
表

現

_ュ

こ
の
軸

同
内

に
お

い
て
叢

も
＼ハ
モ
わ

し
い
も

の
で
黍

笥

口
勿
論

,
重

厚
十

三
年

以
援

ヒ
お

い
て
も

･
伺
え

ば
弘

に茸
閲
に
お

い
で
も

こ
う

い
う
表

雇
か
雀
V'
有

り
得
盲

目
.顎

で
は

な

い
妹

,
そ

の
場
合

に
tt_
下

〈刑
に
更

え

一1,rJ

手
掌
宮
満

天
下
山
部

k
/皇
追
啓

五
年
表

法
再
審

茸

の
拙
さ
素

見
壱
ヒ
石
方
が
普

選

で
あ

う
､ワ
二

言

下
fR:
の
増
告

も

重

層

三
軍
ヒ

い
､つ
貢
間
宮

時

代

の
f
=
〓
1.J
有

不
に
か

/L
7わ
､り
す

､

ニ′＼
F〝
三

/一
と
南

保
布

/＼
､
山
部

琴

肇
=
棺
武
モ

皇

に
宿
す
二
ノ〔三
相
締

高

L
Y

T

｢
羊
早

宮

｣
拭
琶
止
ら
れ

て

い
tr,J
望

,j
薪

二
′＼
､
二
.ら

/:
っ
類

例
を
参
考
す

れ
ば
､
下

加
の
チ

つ
を
表

現

が
と
ら

れ

否
の

I
,
吉
岡
音
圧
和
典
頑

で
し

か

も
平
を

青

笹
都
以
前

に
あ

い

て
の

み
可
能
で
事
ttn
と
思
う
二

)
と

に
こ

の
下

部
の
表

寛
奴

.
追

啓

元

壬
と

十

三
長
岡
京
遷
都

侵
両

刀
庫

兵

に
C
∴

て

の
毛

の
で
方

看
二

と
車
庫

必
老
-1
㌦
へ
き

て
万

石
､
と
す
れ
甘

､

〓
G
下
rcjn
カ
､記
し
棟

_寸
長
岡
雪

か
宴

席
で
香

っ

た
l･t･jJ
啓

三
年

月

圭
十

手
耳
に
お
け

ち
記

し
髄

と

'J
,つ
こ
と
に
在

り
､
凍

っ
て
虎
蛾

天
皇

首
｢
今
｣
と
記

し
､

｢
弘
仁
｣

の
/耳
琶
ヒ
上古
属
す

石
下

刀
と

は
鼓

蜜

の
時

東
を
葵
に

す

丁つ
と
害

う

'/
き

こ
と
に
L:t
ら

c

冥
11
内

題
と

し
た

い
の
は

､
下
茄

に

藷

楽
望
郷
等
白
壁

貢
堂

と

..IJ
､つ
表

現

fS壷

､雪
空

l
Iu

.･J
お

ろ
P
n

2
J

で
正

7(.
七

才
＼つ
と

･

二
の
蛋
軍

記
で
は

t
J貰

茸
皇

の
宥

名
手
哀

iT,
と

､
す

ぐ
な

く
と
も

田

I
の
葱

の
中

で
仕

J
有

と
は
省

略

形

ぞ
用

い
ろ
巧
が
普

遍

で
､

L
一
の
自
愛

天
皇

=

党
｣.i
干

室

の
場
合

も
J

下

Iu
で
著

名
を
出

し
I

T

ET
～
下

現
下
,
ii_
省

唯
形

を
附

い
て
い
ち

竺
e
あ

石

〔
謹
C
エ

参
照

J

rJ

稚

二

ノJ
'
同

じ
下
巻

の
在

か

で
､

fあ
下

界
に
･
.印
出

で
4+)

互

い
の
に
前
絹

の
if.,つ
年
曳

名

が
記

yJ
れ
て

い
ち
ご
と
は
雫

伺
の

こ
と
と
＼言
わ
百
け
わ
け
存
ら

iItf
い

'･
C
ま
リ

､

二
の
下

墨
iB
下
_w

i-
.下
rQ/
か

こ
L
ん

帝
立

し
た
彼
に

つ
け

珊
亙
ら
れ

仁

と
い
う
轟

き

が

請

い
の
li/
市

tC
c
nJ
し

て
田
後

の
ケ

ー
ス
は
下
封

､
下
rhn

に
i
G

I_,.て
モ
恵

動
､り
丸

否
｡.
雀

｢
て
､
も

し
推

測
牽
鼻

孔

ち
な
ら
t

I

T

T加)
葦
毛

リ

･,cZ1-rLT嶺

が
直

葡

さ
れ
た
部

分

で
は

至

勺
青

い
か
ム

T

J
〕
目
上

の
よ
う
ヒ
莞

て
末

吉
と

､

下着
の
巻

末
教
藷

は
長
潮

由

積
善
彩
か
蒜

い
と

い
､つ
こ
と
ヒ
な

る
が

､
こ
う

,/
ぅ

二
と
は

､

下
巻

刀
菩
有
Jり
す

､
上

菅

､
中
巻

そ
れ
き

れ

に
お

い

て
モ
有
り
得

ち

二
と
k
,奇

石
か
ら

､
こく
＼つ
い
､つ
匪
点

か
,3
､
友

も
満
室

し

て
帝

石
と
-
上
巻

長
束
宅

竺
㌍

旬

､
L,f
･竺

二
義

は
ー

い
ず
れ
も

｢
遥

塾

｣
､

｢

盗
人

｣
ヒ
南

保

の
ち

ち
嶺

と

い
う
点

て
某
連

Lh
も
の
を

満
ち

J
L
か

も
そ
れ
N'J
九

の
年
代
蔓
た

し

,:,
け

て
い
な

い
Q
毛

と

幸

と
垂
鼻
缶

で
_寸
神

荏
寮

竜

三

.j
t二
年

代
竺

訳
す

l
こ
し
L,
号

音
菅

尾

C
て
い
青

い
巧
で
覇
(リ

て
･
二
､つ
い
う
年
雅
蔓
託

し

っ
け

て
HI,

な

い
誼

葦

は
伺
外
的
と
言

っ
て
よ

/j

'
し
か
も

｢
逢
し

ヒ
向
す
る

･̀1

0



嘉
と
し
て
其
適
任
そ
持
ち

､
直
売

し
て
上
着

の
寮
末

尾
に
武
雷

さ

れ
て
い
ち
と

L
Iつ
一
こ
こ
に
怒
れ
ば

､
〓
G
三
岳

も
ま
だ
丘
輔

⑦
疑

-.
'
蔓

..も

･..
ト
二
一一.i.LI
モ
H
･=
T=
て
ら
Lrf
.I.･

書

モ
､
中
居

t::束

宅
Iu:J
く
封
ii
け

寒
百

官
診
天
下
大
栗
天
皇

と
I
,-つ東

軍

郵
男
た

ち

Q

f
あ

｢
岩
天

LLJ
Tは
.
〔
了
)
で
毛
邑

'･(

亡
｢
13/(A-亡

､
上
-
と
下
詔

＼
P
,に
し
か
晃
え
古
い
も
の
で
あ
ち

Q

褒

∩÷
J
r
中
現
H

T
も
下
謂
I

F山
と
と
モ
に
追
帝

さ
れ
E

と
見
ろ

''(
き

可
轄
怪
石
,jjFl
竺

/､
=1
石
プ
き
､h
ヒ

上
-
～
上

ち
ヒ
モ
同
席

の

に
お

い
の
壬

O

Ijと
は

＼
〔
2
〕

√
-

二

ヰ
)
で
違

､.(
た
遣
り
で
あ

I.
t
T
J

I
昔

)

･k
l
よ

そ

以
上

の
轟

q
',(
･5
,｡
-
,
亮

重
罪
記
竺

姦

階
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